
 

2025年度活動概要     談話行動研究会 

 

談話行動研究会では、「語学教育への応用を見据えた語用論的視点からの研究」をテーマ

に活動している。2025年度は、3 月に立教大学池袋キャンパス（オンライン併用）で若手

研究発表会を開催した。今回は、中間文化語用論と社会言語学の立場から、気鋭の研究者

2 名を発表者に迎え、多くの参加者を得た。第一発表では、荒木彩記氏が文献整理を通じ、

異文化間コミュニケーション研究と中間文化語用論研究における語用的能力の位置付け

を再検討した。さらに、ヨーロッパでの複言語・複文化主義の実践を参照しつつ、英語を

「国際的な文脈において状況に応じて取り出される、個人の言語レパートリーの一部」と

捉える視点を提示した。その上で、そのような態度を育成する外国語教育・異文化教育の

可能性を提起した。第二発表では、西山遥氏が Xにおける“problematic”の短期通時的な意

味の揺らぎに着目し、SNS 環境下で可視化される用法の分岐と共存の過程を明らかにし

た。Enregisterment (Agha, 2003) を援用し、2010 年代後半から 2024 年までの投稿を話題・

機能・対象から分析した結果、“problematic”は否定的評価に加え、2024 年には政治・社会

道徳をめぐる糾弾・批判的用法が増加し、評価対象も人物から言動・行為へ移行する傾向

が確認された。一方、日常的文脈で都合の悪さを表す用法も安定的に併存しており、話題

ごとに異なる用法の共存と比重の変化が示唆された。発表後には、参加者との間で活発で

深化した議論が展開され、非常に充実した研究会となった。次年度は、研究発表会に加え、

講演会やワークショップの開催も企画している。 

 

[若手研究発表会 プログラム] 

発表 1：荒木彩記 氏（大東文化大学大学院博士後期課程） 

異文化間コミュニケーション研究と中間文化語用論研究における語用的能力の位置付け 

発表 2：西山遥 氏（慶應義塾大学大学院博士課程後期） 

SNS における“problematic”の意味の揺らぎとレジスター化 

 


